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令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
26
日
か
ら
12
月
20
日

ま
で
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
向
日
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
を
は
じ
め
、
人
事
議
案
２
件
、
補
正
予
算
４
件
、
条
例
の

制
定
・
一
部
改
正
２
件
、
一
部
事
務
組
合
規
約
の
変
更
１
件

の
９
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
は
意
見
書
案
２
件
を
提
出
、
さ
ら
に
議
長
の
辞
職
及

び
議
会
運
営
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
辞
職
及
び
辞
任
の
許
可

２
件
、
議
長
の
選
挙
１
件
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
１
件
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
か
ら
は
請
願
３
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
会
議
初
日
は
人
事
案
件
２
件
に
同
意
、
補
正
予
算
１
件

を
原
案
可
決
と
し
、
そ
の
他
の
議
案
５
件
は
所
管
の
常
任
委

員
会
へ
付
託
し
、
活
発
な
質
疑
・
意
見
の
も
と
慎
重
な
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
議
長
の
選
挙
に
は
冨
安
輝
雄
議
員

が
当
選
さ
れ
、
議
会
運
営
委
員
に
は
福
田
正
人
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
２
日
目
か
ら
３
日
目
は
、
13
人
の
議
員
が
市
政
に

対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
会
議
最
終
日
に
は
、
最
終
日
に
提
案
さ
れ
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
１
議
案
も
含
め
、
各
常
任
委
員
長
が
付
託
さ
れ
た

議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
を
報
告
、
議
員
は
議
案
等
に
対
す

る
賛
成
・
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
専
決

処
分
（
補
正
）
１
件
を
承
認
し
、
そ
の
他
の
議
案
５
件
、
意

見
書
案
２
件
を
原
案
可
決
と
し
、
請
願
２
件
を
採
択
、
１
件

を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

※
議
決
結
果
一
覧
は
、
Ｐ
12
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
９
議
案
を
可
決

障
が
い
児
の
保
育
に
関
す
る
請
願
、
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
振
興
助

成
に
関
す
る
請
願
を
全
会
一
致
で
採
択

　

市
民
の
皆
様
に

は
、
市
議
会
に
対
し

て
温
か
い
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
去
る
11
月
26
日
の
定
例
会
初
日
に

お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議

長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任

の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

市
の
発
展
と
市
議
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
市

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
真
摯
に
伺
い
、
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
な
が
ら
こ
の
重
責
を
全
う
す
る
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に
向
け

た
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
が
重
要
と
さ
れ

る
中
で
、
市
民
の
代
表
と
し
て
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
市
議
会
と
し
て
、
そ
の
果
た
す
役
割

は
、
非
常
に
重
大
で
あ
り
ま
す
。
真
の
地
方
自
治

を
実
現
す
る
た
め
、
そ
の
権
能
を
十
分
発
揮
し
、

市
民
の
皆
様
の
信
託
に
応
え
る
議
会
と
す
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

冨安輝雄 議長

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会

令
和
３
年

　
去
る
11
月
26
日
の
定
例
会
初
日
に
お
い
て
、
議
会
構
成
が

変
わ
り
ま
し
た
。

【	
議
長	
】

新
議
長
　
冨
　
安
　
輝
　
雄

【	

議
会
運
営
委
員
会	

】

新
委
員
　
福
　
田
　
正
　
人

【	

厚
生
常
任
委
員
会	
】

新
委
員
長
　
飛
鳥
井
　
佳
　
子

【	

会
派
代
表
者	

】

　  

公
明
党
議
員
団

新
代
表
　
福
　
田
　
正
　
人

新
し
い
議
会
構
成
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

人
事
案
件
に
同
意

畠
は
た
け
や
ま山　
亮り
ょ
う　
氏�
（
寺
戸
町
寺
田
）

上う
え
だ田　

繁し
げ
る　

氏�

（
上
植
野
町
西
小
路
）

【
教
育
委
員
会
委
員
】

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
】

◎�

予
防
費
（
追
加
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
接
種
券
の
印
刷
発

送
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
集
団
接
種
以
下
以
上
の
運
営
等

を
行
う
た
め
の
経
費
）�

…
１
億
４
０
６
１
万
７
千
円

令
和
３
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
11
号
）		

	

２
億
６
４
５
万
４
千
円
の
増
額

　
令
和
３
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）
は
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
４
５
万
４
千
円
を

計
上
し
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
２
２
６
億
８
７

３
３
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
補
正
予
算
歳
出
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎�

予
防
費
（
非
接
触
型
体
温
計
購
入
等
、
各
公
共
施
設
等
に

お
け
る
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
の
経
費
）

�

…
４
０
３
９
万
円

◎�
都
市
計
画
総
務
費
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

地
域
公
共
交
通
支
援
事
業
補
助
金
に
か
か
る
経
費
）

�

…
５
０
０
万
円

◎�

学
校
管
理
費
（
小
中
学
校
体
育
館
の
避
難
所
機
能
増
強
の

た
め
電
源
を
増
設
す
る
た
め
の
経
費
、
児
童
用
机
を
抗
菌

化
す
る
た
め
の
経
費
）�

…
２
９
０
５
万
円

◎�

ま
ち
づ
く
り
推
進
費
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
締
結
す
る
自
由
通

路
新
設
等
工
事
協
定
に
伴
う
負
担
金
）

…
１
億
３
２
０
０
万
円

　
そ
の
他
、
市
債
で
は
自
由
通
路
新
設
等
工
事
協
定
に
伴
う

負
担
金
に
係
る
都
市
再
生
整
備
事
業
債
５
９
４
０
万
円
を
計

上
、
債
務
負
担
行
為
補
正
と
し
て
Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅
自
由
通
路

整
備
事
業
に
お
い
て
41
億
円
を
限
度
額
と
す
る
債
務
負
担
行

為
を
追
加
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
12
号
）		

	

５
億
６
９
１
万
６
千
円
の
増
額

　
令
和
３
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）
は
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
億
６
９
１
万
６
千
円
を

計
上
し
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
２
３
１
億
９

４
２
５
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
補
正
予
算
歳
出
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
費
（
高
校
生
ま
で
の

子
供
が
い
る
世
帯
に
対
し
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
す

る
た
め
の
経
費
）�

…
５
億
６
９
１
万
６
千
円

令
和
３
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
13
号
）		

	

５
億
50
万
円
の
増
額

　
令
和
３
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）
は
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
億
50
万
円
を
計
上
し
、

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
２
３
６
億
９
４
７
５
万
５

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
補
正
予
算
歳
出
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
費
（
子
育
て
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て
、
先
行
給
付
分
の
補
正
予

算
（
令
和
３
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12

号
））
と
合
わ
せ
て
児
童
一
人
当
た
り
10
万
円
を
現
金
一

括
で
支
給
す
る
た
め
の
経
費
）�

…
５
億
50
万
円

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
令
和
３
年
度
向
日
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
））		

	

１
億
４
０
６
１
万
７
千
円
の
増
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
と
し
て
３

回
目
の
接
種
を
実
施
す
る
た
め
補
正
予
算
を
計
上
す
る
も
の

で
あ
り
、
早
急
に
接
種
体
制
を
整
え
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
去
る
11
月
４
日
に
専
決
処
分
を
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
令
和
３
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
は
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
０
６
１
万
７
千
円

を
計
上
し
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
２
２
４
億
８

０
８
８
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
補
正
予
算
歳
出
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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向
日
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に	

つ
い
て

　
令
和
４
年
３
月
１
日
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に

設
置
の
多
機
能
端
末
機
か
ら
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証

明
書
な
ど
の
各
種
証
明
書
が
取
得
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
に
お
け
る
証
明
書
の
自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス
（
コ

ン
ビ
ニ
交
付
）」
の
実
施
に
伴
い
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利

用
し
、
多
機
能
端
末
機
を
通
じ
て
印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
実
施
に
合
わ
せ
て
、
性
的
少
数
者
へ

の
配
慮
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
に
性
別
を
表
示
し
な
い
こ
と

と
し
た
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
４
年
３
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

用　語 説　　　　　　　　　　明

定
てい
例
れい
会
かい

市議会は、定期的に開かれている定例会と、必要に応じて臨時に開かれる
臨時会があります。本市議会の定例会は、条例及び規則によって、３月、
６月、９月、12月の年４回開かれます。

一
いっ
般
ぱん
質
しつ
問
もん

議員が、市政全般にわたり執行機関に対して事務の状況や将来に対する方
針について報告、説明を求め又は質問することです。議案に関して質問す
る「質疑」とは異なるものです。

委
い
員
いん
会
かい

委員会には、常任委員会・特別委員会・議会運営委員会があります。常任
委員会は、市行政の仕事について、専門的に関係する案件を審査するため
の機関として設置されるものです。特別委員会は、臨時的に特別な問題を
審査または調査するために、議会の議決によって設置されるものです。議
会運営委員会は、本会議・委員会等を円滑に運営するため、また、議長の
諮問機関として、設置されるものです。

専
せん
決
けつ
処
しょ
分
ぶん

議会が議決しなければならない事件を、時間的に議会の招集を行うことが
できない緊急の場合等に市長が議会に代わり意思決定を行うことです。た
だし、その場合、市長は議会に報告し承認を得なければなりません。

会
かい
派
は

同じ政党に所属する議員や、主義主張を同じくする議員が集まってグルー
プを作っています。本市議会の場合は、２人以上のグループが会派として
認められています。

議会用語解説議会用語解説
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主な質問と答弁
一 般 質 問

あなたも議会の傍聴をしませんか？
　本会議当日、受付で住所、氏名など記入の上、傍聴券の
交付を受けて入場することができます。
　なお、傍聴に来られた方に、新型コロナウイルス感染
拡大防止対策として、非接触体温計による検温や、アル
コール消毒液の利用、手洗い、マスクの着用、咳エチケッ
ト、間隔を空けての着席にご協力をお願いし、体調が不
良の場合は、傍聴をご遠慮いただいています。
　会議時間はいずれも午前10時からの予定です。ま
た、本会議は議場前の議会中継視聴室、東向日別館３階
のテレビモニターで生中継しています。
　一般質問の事項は公共施設等で事前に公表されます。

　第４回定例会での一般質問は、12月７
日・８日の２日間にわたり行われました。
質問・答弁とも１人２問までに絞り、内容
を要約しましたが、詳しくは２月末頃、会
議録に掲載されます。
　会議録は市役所、図書館のほか、インター
ネットでも閲覧できます。

※質問の文責は議員にあります。

向日市議会ホームページへのアクセスは検索画面で

クリックを入力して 検索向日市議会

ゆ
め
パ
レ
ア
の	

休
館
に
つ
い
て

　

ゆ
め
パ
レ
ア
む
こ
う
は

「
健
康
都
市
宣
言
」
を

行
っ
て
い
る
向
日
市
が
誇

り
を
も
っ
て
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
市
の
自
慢
の
施
設
で

あ
る
。
市
民
は
「
休
館
や
め

て
ほ
し
い
」「
利
用
で
き
な

く
な
る
の
は
困
る
」
と
の

声
。
な
ぜ
休
館
す
る
の
か
。

開
館
し
な
が
ら
市
民
の
声

を
聞
き
、
説
明
責
任
を
は

た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長　
指

定
管
理
者
に
支
払
う
費
用

が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

温
水
プ
ー
ル
は
長
期
的
に

運
営
を
継
続
す
る
た
め
の

改
修
費
用
が
あ
ま
り
に
高

額
な
た
め
一
度
休
館
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、

市
民
の
皆
様
と
施
設
の
あ

り
方
を
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

指
定
ご
み
袋
よ
り	

資
源
ご
み
回
収
改
善
を

　

11
月
、
３
回
の
指
定
ご

み
袋
導
入
説
明
会
で
の
声

か
ら
生
ご
み
や
資
源
ご
み

の
出
し
方
を
市
が
い
ろ
い

ろ
な
方
法
で
周
知
す
る
こ

と
で
排
出
意
識
の
向
上
や

マ
ナ
ー
な
ど
徹
底
で
き
る
。

指
定
ご
み
袋
を
導
入
し
な

く
て
も
減
量
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　
指
定
ご

み
袋
で
分
別
の
徹
底
を
促

し
、
燃
や
す
ご
み
の
中
に

不
適
正
な
ご
み
や
資
源
化

可
能
な
ご
み
の
混
入
を
防

ぐ
こ
と
で
ご
み
の
減
量
化
、

資
源
化
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
、
引
き
続
き
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
よ
り
一

層
の
ご
み
減
量
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

私
道
で
あ
る
陥
没
箇
所
の

生
活
道
路
の
安
全
対
策
を

急
ぎ
安
全
・
命
を
守
れ

日本共産党議員団
山田千枝子議員

ゆ
め
パ
レ
ア	

む
こ
う
に
つ
い
て

　

京
都
新
聞
洛
西
版
で

知
っ
た
ゆ
め
パ
レ
ア
む
こ

う
の
休
館
検
討
に
つ
い
て

は
市
が
し
っ
か
り
と
説
明

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
調

査
等
さ
れ
、
考
え
て
判
断

さ
れ
た
結
果
だ
と
思
う
が
、

そ
の
判
断
の
為
の
今
後
の

検
討
事
項
と
時
期
の
見
込

み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長　
運

営
を
継
続
す
る
に
あ
た
っ

て
の
経
費
が
少
な
い
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
は
修
繕
工

事
を
実
施
し
、
１
日
も
早

い
運
営
再
開
を
目
指
す
が
、

温
水
プ
ー
ル
は
長
期
的
な

運
営
に
必
要
な
経
費
が
高

額
で
、
補
助
金
等
が
な
く

財
源
確
保
が
厳
し
い
た
め

令
和
４
年
３
月
末
で
一
度

休
館
し
、
施
設
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
。

伏
見
向
日
線
の
安
全	

対
策
等
に
つ
い
て

　

森
本
東
部
地
区
で
は
日

本
電
産
の
第
２
本
社
ビ
ル

の
建
築
工
事
や
大
型
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
の
出
店
な
ど

新
た
な
地
区
開
発
が
進
ん

で
い
る
が
、
本
市
は
開
発

に
遅
れ
て
道
路
が
整
備
さ

れ
る
と
い
う
経
過
が
あ
る
。

特
に
そ
の
地
区
を
横
断
す

る
府
道
伏
見
向
日
線
は
、

安
全
等
に
適
切
な
対
策
が

必
要
で
あ
る
の
で
、
お
尋

ね
す
る
。

建
設
部
長　
牛
ケ
瀬
勝
竜

寺
線
の
整
備
に
伴
い
、
市

民
体
育
館
前
交
差
点
付
近

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
設

置
に
つ
い
て
京
都
府
や
警

察
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
安
全
に
道
路
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

警
察
と
連
携
し
、
効
果
的

な
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

本
市
の
上
下
水
道
事
業
経

営
に
つ
い
て

令和新政クラブ
小野　哲議員
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第
４
向
陽
小
学
校

お
よ
び
成
安
幼
稚

園
周
辺
の
道
路
の

安
全
に
つ
い
て

　

当
該
地
域
の
周
辺
に
は

福
祉
施
設
の
琴
の
橋
な
ど

も
あ
り
子
ど
も
や
高
齢
者

な
ど
の
往
来
も
多
く
、
該

当
箇
所
の
交
通
安
全
対
策

を
実
施
し
て
頂
き
た
く
要

望
す
る
。

① 

徐
行
や
減
速
を
促
す
た

め
の
注
意
喚
起
看
板
の

増
設
や
塗
り
直
し
を
願

い
た
い
が
い
か
が
か
。

建
設
部
長　
こ
れ
ま
で
減

速
対
策
と
し
て
滑
り
止
め

舗
装
や
看
板
の
設
置
を

行
っ
て
き
た
が
、
看
板
の

文
字
が
薄
れ
る
な
ど
目
立

ち
に
く
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
付
け
替
え
や
増
設
を

行
い
、
強
調
カ
ラ
ー
舗
装

等
に
つ
い
て
整
備
し
て
い

く
。

② 

第
４
向
陽
小
学
校
周
辺

の
路
側
帯
に
つ
い
て

　

 

ド
ラ
イ
バ
ー
が
車
道
と

路
側
帯
を
視
覚
的
に
よ

り
明
確
に
区
分
で
き
る

よ
う
に
交
通
事
故
防
止

の
観
点
か
ら
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の
整
備
、
歩
道

整
備
早
期
化
、
警
察
な

ど
と
連
携
し
車
両
通
行

不
可
時
間
帯
の
取
り
締

ま
り
の
強
化
を
願
い
た

い
が
い
か
が
か
。

建
設
部
長　
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
に
つ
い
て
は
12
月
に

開
催
さ
れ
る
通
学
路
安
全

推
進
会
議
で
検
討
す
る
。

　
歩
道
の
整
備
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
南
側
水
路
の

暗
渠
化
に
よ
る
歩
道
整
備

を
進
め
て
お
り
、
水
溜
ま

り
も
対
策
を
講
じ
る
。

　
時
間
帯
規
制
の
取
り
締

ま
り
強
化
に
つ
い
て
は
、

向
日
町
署
か
ら
強
化
す
る

旨
の
回
答
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
郵
便
局
と
の
包
括
協
定

に
つ
い
て
・
医
療
ケ
ア
児

支
援
法
施
行
に
つ
い
て

市
制
50
周
年
の

事
業
に
つ
い
て

　

現
在
向
日
市
は
、
多
く

の
事
業
計
画
の
あ
る
中
、

明
年
10
月
１
日
に
、
市
制

施
行
50
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
記

念
の
事
業
や
企
画
を
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

ふ
る
さ
と
創
生
推
進
部
長

具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て

は
検
討
中
で
あ
る
が
、
１

月
か
ら
市
制
施
行
50
周
年

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
公

募
を
予
定
し
て
い
る
他
、

Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
に
つ
い

て
も
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
、
今
後
も
市
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
し
た
い
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に	

つ
い
て

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、

家
庭
に
あ
る
不
要
な
食
品

や
、
食
べ
き
れ
な
い
食
品

を
集
め
て
、
フ
ー
ド
バ
ン

ク
団
体
を
通
じ
て
必
要
と

さ
れ
る
方
に
無
償
で
提
供

す
る
活
動
で
あ
る
。「
向
日

市
ま
つ
り
」
に
お
い
て
実

施
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
２
年
連
続

中
止
と
な
っ
た
。市
民
の
関

心
が
薄
れ
る
こ
と
を
懸
念

す
る
。本
市
の
考
え
を
伺
う
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長　
向

日
市
ま
つ
り
が
２
年
連
続

で
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ

と
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事

業
に
関
す
る
大
き
な
啓
発

の
機
会
が
な
く
な
り
、
取

り
組
み
に
対
す
る
関
心
が

薄
れ
る
懸
念
が
あ
る
。
本

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
を
活
用
し
て
周
知
に
努

め
、
積
極
的
に
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

生
活
困
窮
者
支
援
と
し
て

の
食
品
支
援
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・	

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　

第
２
次
ふ
る
さ
と
向
日

市
創
生
計
画
の
令
和
２
年

度
進
捗
状
況
に
お
い
て
、

学
校
教
育
の
教
育
力
の
向

上
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
の
検

討
結
果
が
Ｂ
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
視
察
な
ど
思
う

よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
と

察
す
る
。
京
都
府
内
で
実

施
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校

の
状
況
、
運
営
委
員
の
委

嘱
等
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
た
こ
と
の
検
討
結

果
の
詳
細
を
伺
う
。

教
育
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
は
、
令
和
２
年

度
末
現
在
、
京
都
市
を
除

く
京
都
府
内
で
、
小
学
校

は
58
校
、
中
学
校
は
27
校

あ
り
、
全
体
の
約
30
％
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
協
議

会
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

は
、
導
入
前
年
度
中
に
各

校
長
が
推
薦
す
る
地
域
の

方
々
に
対
し
、
学
校
運
営

協
議
会
や
委
員
の
役
割
を

丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を

得
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

信
号
の
な
い
横
断

歩
道
に
つ
い
て

　

物
集
女
街
道
と
永
田
通

交
差
点
の
横
断
歩
道
は
歩

行
者
が
安
全
に
通
行
で
き

る
状
態
で
は
な
い
。
以
前

に
も
質
問
し
て
い
る
が
進

展
は
な
い
。
再
度
対
策
を

伺
う
。

市
長　
こ
の
交
差
点
に
信

号
機
を
設
置
す
る
に
は
現

在
の
物
集
女
街
道
拡
幅
整

備
の
、
さ
ら
に
北
進
区
間

に
お
い
て
事
業
推
進
を
図

る
し
か
方
法
が
な
い
と
存

じ
て
お
り
、
早
期
完
成
に

向
け
全
力
で
支
援
す
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

『
あ
す
も
あ
』
の
存
在
感

に
つ
い
て

ＭＵＫＯクラブ
和島一行議員

公明党議員団
福田正人議員

令和自民クラブ
松本美由紀議員
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フ
ェ
ア
メ
ン
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

　

フ
ェ
ア
メ
ン
と
は
身
近

な
人
々
に
対
し
て
常
に

フ
ェ
ア
（
対
等
）
な
態
度

で
接
し
、
社
会
に
あ
る
暴

力
を
「
振
る
わ
な
い
」「
許

さ
な
い
」「
沈
黙
し
な
い
」

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
生
き
方
を

次
世
代
に
示
し
行
動
す
る

男
性
の
こ
と
で
男
性
も
ま

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
主

体
で
あ
り
、
ホ
ワ
イ
ト
リ

ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

催
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

ふ
る
さ
と
創
生
推
進
部
長

多
様
な
問
題
・
悩
み
を
抱

え
る
男
性
に
対
し
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
電
話
対
応
す
る

「
男
性
の
た
め
の
相
談
事

業
」
や
男
性
が
積
極
的
に

子
育
て
に
関
わ
る
た
め
の

講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

フ
ェ
ア
メ
ン
の
周
知
や
育

成
に
有
効
な
手
段
を
検
討

し
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
幅

広
い
年
齢
層
に
向
け
て
啓

発
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

若
者
や
女
性
の
自
殺

予
防
対
策
に
つ
い
て

　

15
歳
～
34
歳
の
死
因
の

第
１
位
が
自
殺
で
あ
る
。

特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
女
性

の
自
殺
が
増
加
し
て
い
る
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
「
Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｋ
の
原
則
」
や
、
教

職
員
向
け
の
「
子
ど
も
の

自
殺
予
防
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」
等
何
ら
か
の
市
独
自

の
自
殺
予
防
対
策
を
！

市
長　
職
員
誰
も
が
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
を
担

う
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と

り
が
意
識
を
高
め
、
適
切

な
専
門
機
関
に
つ
な
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

地
域
で
も
担
い
手
を
増
や

し
、
そ
の
輪
を
市
全
体
に

広
げ
る
こ
と
で
、
尊
い
命

を
守
っ
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問

公
衆
ト
イ
レ
の
増
設
を
！

道
路
の
滑
り
止
め
強
化
を

は
り
湖
山
保
全
に
つ
い
て

身
近
な
公
園
の
環
境

整
備
と
利
活
用

　

現
在
、
本
市
に
は
１
１

６
か
所
の
公
園
が
あ
る
。

こ
の
身
近
に
多
く
存
在
す

る
既
存
の
公
園
を
よ
り
活

用
し
、
更
に
健
康
福
祉
や

子
育
て
、
観
光
、
防
災
、

ま
ち
づ
く
り
等
に
活
か
せ

れ
ば
良
い
と
考
え
る
。
本

市
の
考
え
を
伺
う
。

① 

立
地
や
近
隣
の
ニ
ー
ズ

を
取
り
入
れ
た
公
園
づ

く
り
に
つ
い
て

建
設
部
長　
こ
れ
ま
で
か

ら
地
域
の
方
々
に
望
ま
れ
、

愛
さ
れ
る
公
園
と
な
る
よ

う
町
内
会
か
ら
ご
意
見
等

を
伺
い
な
が
ら
整
備
を

行
っ
て
き
た
。
散
歩
時
に

公
園
を
利
用
さ
れ
る
保
育

所
等
か
ら
の
ご
意
見
を
取

り
入
れ
る
こ
と
は
非
常
に

有
効
な
手
段
で
あ
り
、
ご

要
望
も
参
考
に
整
備
を
検

討
し
、
周
辺
道
路
の
安
全

確
保
に
努
め
る
。

② 

特
徴
や
テ
ー
マ
の
あ
る

公
園
・
ま
ち
歩
き
や
散

歩
に
役
立
つ
公
園
づ
く

り
に
つ
い
て

建
設
部
長　
既
存
の
公
園

を
ま
ち
づ
く
り
等
に
活
用

す
る
た
め
、
新
た
な
公
園

の
あ
り
方
の
検
討
は
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
先
進
的

な
取
り
組
み
で
成
果
を
上

げ
て
い
る
自
治
体
の
事
例

に
つ
い
て
調
査
を
進
め
、

本
市
に
合
っ
た
公
園
づ
く

り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問

向
日
丘
陵
の
持
続
可
能
な

竹
林
保
全
・
整
備
と
利
活

用
に
つ
い
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
導
入
に
つ
い
て

　

向
日
市
で
も
、
10
月
１

日
か
ら
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
が
導

入
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
の

よ
り
実
用
的
な
効
果
を
伴

う
整
備
を
進
め
て
頂
き
た

い
。
今
後
そ
の
よ
う
な
お

考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

ふ
る
さ
と
創
生
推
進
部
長
　

本
市
に
お
い
て
は
制
度
を

導
入
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
本
制
度
を

申
請
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ

な
い
。
申
請
が
あ
っ
た
際

に
は
利
用
者
の
声
を
聞
き

な
が
ら
検
討
を
進
め
、
誰

も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

保
育
所
待
機
児
童

解
消
の
見
込
み
は

　
「
フ
ル
タ
イ
ム
で
就
労

し
て
い
て
も
希
望
す
る
保

育
所
に
入
所
が
難
し
い
と

言
わ
れ
て
、
２
月
の
入
所

決
定
が
判
明
す
る
ま
で
と

て
も
不
安
だ
」
等
の
声
を

お
聞
き
す
る
。
向
日
市
で

は
、
毎
年
入
所
が
難
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
が
、

来
年
度
の
待
機
児
童
の
解

消
の
見
込
み
が
あ
る
か
伺

う
。

副
市
長　
令
和
４
年
４
月

の
新
規
児
童
の
入
所
申
込

数
は
、
今
年
度
と
同
程
度

で
あ
る
が
、
来
年
度
か
ら

小
規
模
保
育
事
業
所
が
新

た
に
１
園
開
園
す
る
こ
と

か
ら
受
け
入
れ
可
能
数
が

増
加
し
、
待
機
児
童
の
解

消
が
見
込
め
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

保
育
所
等
の
遊
具
の
安
全

対
策

日本共産党議員団
北林智子議員

飛鳥井佳子議員

令和自民クラブ
石田眞由美議員
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ゆ
め
パ
レ
ア
問
題
は

利
用
者
の
声
聞
い
て

　
「
ゆ
め
パ
レ
ア
む
こ
う

の
休
館
と
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
」
の
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

予
想
を
超
え
る
３
百
人
超

の
回
答
が
届
い
た
。
切
実

な
思
い
の
こ
も
っ
た
真
剣

な
意
見
だ
。
頂
い
た
意
見

は
全
て
市
長
に
提
出
し
た

が
、
議
会
が
終
わ
っ
た
ら

す
ぐ
に
で
も
利
用
さ
れ
て

い
る
当
事
者
の
意
見
を
聞

い
て
頂
け
な
い
か
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長　
４

月
か
ら
の
市
民
の
皆
様
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
前
に
、

利
用
者
の
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

担
当
課
と
し
っ
か
り
と
協

議
し
、
行
う
と
い
う
こ
と

で
認
識
し
て
い
る
。

不
登
校
―
親
へ
の

支
援
が
重
要
だ

　

近
年
、
不
登
校
が
激
増

し
て
い
る
。
不
登
校
の
子

を
支
え
る
の
は
親
だ
が
、

親
も
ど
う
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
ず
、
親
へ
の
支
援
が

重
要
だ
。
不
登
校
の
親
の

会
な
ど
当
事
者
の
声
が
重

要
だ
。
意
見
交
換
や
懇
談

の
場
を
も
っ
て
頂
け
な
い

か
。

教
育
長　
不
登
校
の
当
事

者
や
支
援
者
の
会
の
方
の

声
を
聞
か
な
い
と
い
う
姿

勢
で
は
な
く
、
様
々
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
方
の
声
は
、
お
聞
き
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
、
意
見
交
換
や
懇
談
の

場
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て

検
討
し
て
参
り
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

障
が
い
者
通
所
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
支
給
量
／
向
日
市

お
買
い
物
応
援
ク
ー
ポ
ン

人
類
の
未
来
の
た
め
の

地
球
温
暖
化
対
策

　

11
月
に
イ
ギ
リ
ス
で
気

候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
が
開

催
さ
れ
た
。
国
連
の
グ

テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、

「
化
石
燃
料
を
止
め
る
か

そ
れ
と
も
化
石
燃
料
が
私

た
ち
を
止
め
る
か
だ
」
と

各
国
に
要
請
し
た
。
向
日

市
も
電
力
購
入
を
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
変
換
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
？

総
務
部
長　
電
力
購
入
に

お
い
て
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
は
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
し
て
多
大

な
効
果
が
あ
り
、
市
と
し

て
も
推
進
し
た
い
施
策
で

あ
る
が
、
発
電
コ
ス
ト
が

高
い
こ
と
や
、
安
定
的
な

供
給
が
難
し
い
等
の
課
題

も
あ
る
。
経
済
性
の
追
求

と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
調

達
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

牛
ケ
瀬
勝
竜
寺
線
の

変
更
に
つ
い
て

　

変
更
計
画
を
中
止
し
、

第
５
向
陽
小
学
校
通
学
路

の
歩
道
を
優
先
確
保
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

建
設
部
長　
第
５
向
陽
小

学
校
へ
の
通
学
路
に
つ
い

て
安
全
対
策
を
講
じ
て
き

た
が
、
抜
本
的
な
安
全
対

策
を
講
じ
る
に
は
、
両
側

に
歩
道
を
配
し
た
都
市
計

画
道
路
の
整
備
と
通
学
路

等
の
安
全
対
策
を
組
み
合

わ
せ
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
優
先
順
位
を
付

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

岸
田
内
閣
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問

う

Ｗ
選
挙
実
施
に
向
け
た

議
会
の
解
散

　

選
挙
管
理
委
員
長
は
、

市
長
選
、
市
議
選
の
Ｗ
選

挙
を
実
施
す
る
た
め
に
、

議
会
を
解
散
さ
せ
る
方
法

を
示
し
て
頂
い
た
。

　

市
民
の
視
点
に
立
っ
た

選
挙
を
行
う
た
め
の
委
員

長
の
言
葉
は
重
い
。

　

Ｗ
選
挙
実
施
の
重
要
性

を
再
度
お
示
し
頂
き
た
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

有
権
者
の
皆
様
に
と
っ
て

は
市
政
へ
の
関
心
が
高
ま

る
と
と
も
に
投
票
所
に
行

く
回
数
を
減
ら
せ
る
等
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら

Ｗ
選
挙
は
投
票
率
の
向
上
、

経
済
性
、
有
権
者
の
利
便

性
向
上
等
大
き
な
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
。

民
間
活
力
で
市
の

発
展
を

　

向
日
市
お
よ
び
乙
訓
圏

域
で
、
地
方
公
共
団
体
が

運
営
し
て
い
る
事
業
の
中

に
は
、
民
間
と
競
合
し
て

い
る
、
あ
る
い
は
民
間
で

も
運
営
で
き
る
事
業
は
少

な
く
な
い
。

　

民
間
で
も
で
き
る
事
業

は
民
間
に
任
せ
て
、
地
方

公
共
団
体
で
し
か
で
き
な

い
事
業
に
注
力
す
る
べ
き

だ
と
思
う
が
、
市
長
の
考

え
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
。

市
長　
指
定
管
理
者
制
度

は
運
営
の
効
率
化
、
経
費

の
削
減
を
見
込
み
実
施
し

て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
コ
ス
ト
増
加
が
起
こ

り
う
る
状
況
下
で
公
設
民

営
の
手
法
が
本
当
に
正
し

い
の
か
、
十
分
な
検
証
が

必
要
で
あ
る
。
行
政
と
民

間
、
双
方
の
適
切
な
役
割

分
担
を
見
極
め
つ
つ
、
最

適
か
つ
効
果
的
な
手
法
を

選
択
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

日本共産党議員団
佐藤新一議員

杉谷伸夫議員
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Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅
に

つ
い
て

　

市
の
負
担
軽
減
を
図
る

と
し
て
い
る
が
、
16
年
前

の
橋
上
駅
舎
計
画
よ
り
12

億
円
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い

る
。
市
民
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
の

儲
け
の
た
め
の
開
発
で
あ

る
と
の
声
も
あ
り
、
事
業

費
用
の
妥
当
性
に
疑
問
が

出
て
い
る
。

建
設
部
長　
市
負
担
を
可

能
な
限
り
軽
減
す
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
や
再
開
発
事
業
者
に

費
用
負
担
を
求
め
、
あ
ら

ゆ
る
補
助
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
協
議
を
重
ね
た
結

果
、
自
由
通
路
に
お
い
て

Ｊ
Ｒ
が
受
益
者
負
担
３
億

円
を
負
担
す
る
こ
と
で
軽

減
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
再
開
発
ビ
ル
内

の
自
由
通
路
に
お
け
る
昇

降
施
設
に
つ
い
て
も
、
10

億
円
以
上
の
軽
減
が
図
れ

た
。

第
３
保
育
所
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て

　

３
保
跡
地
は
、
市
民
か

ら
子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園

の
整
備
を
望
ま
れ
る
声
が

あ
る
。
小
規
模
保
育
所
を

誘
致
す
る
と
の
事
だ
が
、

事
業
者
か
ら
の
評
価
は
芳

し
く
な
い
と
聞
く
。
緑
の

確
保
の
点
か
ら
も
公
園
の

整
備
は
い
か
が
か
。

副
市
長　
公
園
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
待
機
児
童
が

解
消
さ
れ
て
い
な
い
本
市

の
状
況
に
も
鑑
み
、
公
園

整
備
を
先
行
す
る
と
残
地

で
の
活
用
に
制
限
が
出
て

く
る
こ
と
等
か
ら
、
当
面

は
現
状
の
状
態
で
管
理
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

防
犯
機
能
付
き
電
話
機
の

購
入
補
助
制
度
に
つ
い
て

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン	

接
種
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
変
異
種

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株｣

の
感

染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
希
望
さ
れ

る
市
民
に
集
団
接
種
の
際
、

会
場
と
な
る
市
民
体
育
館

へ
の
高
齢
者
は
じ
め
移
動

が
困
難
な
市
民
の
送
迎
に

つ
い
て
対
策
を
伺
う
。

市
長　
各
小
学
校
で
実
施

す
る
場
合
よ
り
接
種
会
場

が
遠
く
な
る
方
も
お
ら
れ

る
が
、
駐
車
場
の
確
保
や
、

前
回
実
施
し
た
タ
ク
シ
ー

に
よ
る
送
迎
事
業
を
引
き

続
き
行
う
こ
と
に
加
え
、

そ
の
他
の
手
段
も
考
え
な

が
ら
で
き
る
限
り
の
対
策

を
講
じ
る
。

コ
ミ
バ
ス
の
ル
ー
ト
を

延
長
す
る
こ
と

　

昨
年
か
ら
阪
急
バ
ス
の

減
便
で
昼
間
時
間
帯
は
１

時
間
１
便
で
あ
る
。
東
山

バ
ス
停
の
地
域
住
民
が

困
っ
て
い
る
。
コ
ミ
バ
ス

南
・
北
ル
ー
ト
の
そ
れ
ぞ

れ
を
少
し
延
長
し
東
山
ま

で
走
ら
せ
る
ル
ー
ト
改
定

を
求
め
た
い
が
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

建
設
部
長　
東
山
を
通
る

路
線
バ
ス
に
つ
い
て
、
利

用
さ
れ
て
い
る
地
域
の
皆

様
が
大
変
お
困
り
で
あ
る

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い

る
。
少
し
で
も
市
民
の
皆

様
の
利
便
性
を
高
め
ら
れ

る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
お
り
、
地
域
公

共
交
通
会
議
に
お
い
て

ル
ー
ト
変
更
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
教
育

学
習
、
留
守
家
庭
児
童
会

運
営
の
充
実

日本共産党議員団
丹野直次議員

日本共産党議員団
米重健男議員

　市民の皆さまに議会への理解を深め、関心を高めていただけるよう、YouTubeのサイトを利用し
て、インターネット上で本会議や常任委員会の様子を配信しています。パソコンやスマートフォンで
も、本会議や常任委員会の様子をライブ中継や録画映像でご覧いただけます。 

◎方法／ 市ホームページ「総合トップ」→「くらしのページ（ホーム）」→「向日市議会」→ 
「議会映像配信」からご覧ください。

　※ 視聴にあたっては、ホームページ記載の免責事項をご確認いただき、ご了承いただきますよう
お願いいたします。

インターネットで定例会の様子がご覧いただけます

（9）　令和４年（2022年）２月１日	 向日市議会だより	 第	247	号



　請願(陳情)は、市民の皆さまが市に対し希望や要望を述べる方法の一つです。
　私たちのまちを住みよくするために、数多くの請願・陳情が実を結んでいます。

１．�請願（陳情）書は、その要旨と理由、請願（陳情）者の住所・電話番号を記載し、署名または記名押印
して議長宛てに提出してください。

２．�請願書は、その内容に賛成する議員の紹介が必要です。陳情書については紹介議員を必要としませんが、
議会での審査は行なわれません。

３．�請願（陳情）書は、いつでも議会事務局で受け付けます。ただし、請願書の審査は定例会の開会日２日
後までに受け付けたものについて、その定例会で審査し、その日より後で受け付けたものは、次回定例
会での審査となります。

４．�請願（陳情）書は、どのような内容でも受け付けますが、なるべく本市の行政権限内の事項にしてくだ
さい。

５．�請願者は、委員会での審査の際、委員会の許可により５分間以内で趣旨説明を行うことができます。�
なお、請願者とは、住所を記載し、署名または記名押印をした者です。

・ 請願（陳情）の要旨

・ 請願（陳情）の理由

　　　年　月　日
請願（陳情）者（代表）
　住所
　電話
　氏名　　　　　　 ㊞
　　　（他　○○名）

向日市議会議長
　　　○○○○ 様

請願・陳情書（内容）

※自署の場合は押印不要

○○○に関する請願
（陳情）

紹介議員（請願の場合のみ）

氏名　　　　　　　㊞

※自署の場合は押印不要

請願・陳情書（表紙）

請願・陳情書の出し方

請願の流れ

請

願

書

の

提

出

議

長

が

受

理

本
会
議
で
委
員
会
付
託

常
任
委
員
会
で
審
査

審
査
結
果
を
本
会
議
で
報
告

本

会

議

で

採

決

請
願
者
へ
審
議
結
果
を
通
知
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議
会
の
う
ご
き

10
月

４
日	
会
派
代
表
者
会
議

12
日	

会
派
代
表
者
会
議
（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）

15
日	

近
畿
市
議
会
議
長
会
（
書
面
開
催
）

25
日	

議
会
運
営
委
員
会

11
月

12
日	

会
派
代
表
者
会
議

19
日	

議
会
運
営
委
員
会

25
日	

議
会
運
営
委
員
会

26
日	

本
会
議　
第
１
日
（
第
４
回
定
例
会
）

	

厚
生
常
任
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
全
員
協
議
会

	

ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

	

会
派
代
表
者
会
議

29
日	

乙
訓
環
境
衛
生
組
合
議
会

	

乙
訓
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会

	

乙
訓
消
防
組
合
議
会

12
月

６
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

７
日	

本
会
議　
第
２
日
（
一
般
質
問
）

８
日	

本
会
議　
第
３
日
（
一
般
質
問
）

９
日	

議
案
審
議
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会

13
日	

厚
生
常
任
委
員
会

14
日	

建
設
環
境
常
任
委
員
会

15
日	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

17
日	

議
会
運
営
委
員
会

20
日	

本
会
議　
最
終
日

	

厚
生
常
任
委
員
会

23
日	

乙
訓
市
町
議
会
議
長
会

2月24日 本会議（提出議案等の説明）

3月 7日 本会議（一般質問）

8日 本会議（一般質問）

9日 本会議（予備日）

11日 厚生常任委員会

14日 建設環境常任委員会

16日 総務文教常任委員会

23日 本会議（議案等の討論・採決）

　会議時間はいずれも午前10時からの予定です。
　なお、議案の内容は本会議初日の翌日にホームペー
ジに公開されます。お問い合わせは議会事務局まで。
　議会事務局　�874−3540（直通）�

931−1111（市役所代表）

第１回定例会の
予定

編

集

後

記

編

集

後

記

　

余
寒
な
お
厳
し
き
折
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
て
い
な
い
な
か
、
感
染

拡
大
防
止
の
対
策
を
と
り
な
が
ら
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
補
正

予
算
な
ど
を
慎
重
に
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
だ
よ
り
も
、
議
会
の
動
き
を
伝
え
る
紙
面
と
し
て
、

よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
書
面
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

〈
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
〉撮影時のみマスクを外しています

【議会だより編集委員に異動がありました】
新副委員長　上　田　　　雅
新委員　　　福　田　正　人

（11）　令和４年（2022年）２月１日	 向日市議会だより	 第	247	号
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議 決 結 果 一 覧
令和３年第４回定例会

○＝賛成、×＝反対、退＝退席、除＝除斥、欠＝欠席　※議長（冨安）は、可否同数以外は採決に加わりません。

番号 件　　名 議決�
結果

日本共産党議員団 令和自民
クラブ

公明党�
議員団

MUKO�
クラブ

令和新政
クラブ 無会派

丹
野
北
林
山
田
常
盤
佐
藤
米
重
松
本
石
田
天
野
永
井
福
田
冨
安
長
尾
太
田
和
島
上
田
小
野
杉
谷
飛
鳥
井
村
田

賛否が分かれた（除斥含む）議案等
議案�
77

向日市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の制定について

原案
可決 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ − 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案�
78 向日市印鑑条例の一部改正について 原案

可決 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ − 欠 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案�
80

令和３年度向日市一般会計補正予算
（第11号）

原案
可決 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ − 欠 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

請願�
２

向日市を「子育ての町」にするために保
育所のよりよい環境づくりを求める請願

不採
択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × 欠 ○ × × × ○ ○ ×

意見書�
14

安全・安心の医療・介護・福祉を実現し
国民のいのちと健康を守るための意見書

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × − 欠 ○ ○ × × ○ ○ ×

意見書�
15

介護施設の人員配置基準の引き上げを
求める意見書

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × − 欠 ○ ○ × × ○ ○ ×

全会一致（全議員賛成）

議案75 教育委員会委員の任命について（畠山　亮　氏） 同　　意

議案76 固定資産評価審査委員会委員の選任について（上田　繁　氏） 同　　意

議案79 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度向日市一般会計補正予算（第10号）） 承　　認

議案81 乙訓環境衛生組合規約の変更について 原案可決

議案82 令和３年度向日市一般会計補正予算（第12号） 原案可決

議案83 令和３年度向日市一般会計補正予算（第13号） 原案可決

請願３ 障がい児の保育に関する請願 採　　択

請願４ 私立幼稚園幼児教育振興助成に関する請願 採　　択

向
日
市
議
会
だ
よ
り

N
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電
話
		075（

874）–3540（
直
通
）　
075（

931）–1111（
市
役
所
代
表
）

住
所
　
〒
617–8665	

FAX		075（
931）–4188　

e-mail		gikai@
city.m

uko.lg.jp
　
　
　
京
都
府
向
日
市
寺
戸
町
中
野
20	

U
RL		http://www.city.muko.kyoto.jp/kurashi/shisei/shigikai/index.html


